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第１ 監査の種類  

定例監査 

第２ 監査の対象及び期間  

産業環境部農務課 令和４年４月５日から５月３０日まで 

生涯学習部スポーツ課 令和４年４月５日から５月３０日まで 

第３ 監査の方法  

安城市監査基準に準拠し、産業環境部農務課及び生涯学習部スポーツ課か

ら提出された諸帳簿及び証拠書類等を調査し、関係職員の説明を聴取すると

ともに前回の定例監査での留意事項等が処理されているかについても注意を

払って実施した。 

第４ 監査の方針 

令和４年３月末日までの令和３年度の予算執行事務及び委託契約等の執行

事務が適正に行われているか、また備品の保管及び財産の管理が良好に行わ

れているかについて監査した。また、必要に応じて対象期間外のものも監査

した。 

第５ 監査の結果 

監査を実施した範囲において、財務事務の執行状況は、おおむね適正に 

処理されていると認められた。ただし、次に掲げる事務において、指導事項

が見受けられたので適切な措置を講じられたい。これらの事項は、当該部署

はもとより、他の部署においても事務処理の見直しや改善の参考とされたい。 

 

農務課 

【指導事項】 

 １ 契約関係 

   農地情報公開システム支援業務において、前回と同様に契約書に規定してい

る書類の提出を受けていなかったため、適切な事務執行に務められたい。 

 ２ 補助金関係 

   ジャンボタニシ駆除事業補助金交付事務において、前回と同様に実績報告書

に添付されていた領収書のただし書に金種及び数量の内訳が記載されていなか

ったため、適切な事務執行に務められたい。 

 
スポーツ課 
【指導事項】 



１ 会計年度任用職員関係 
業務内容において、前回と同様に職員間に負担の偏りが見られたため、勤務

体制を検討し、再発防止に努められたい。 

 
 


